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久
安
四
年
、

有
明
海
に
き
た
孔
雀

は
じ
め
に

ゃ
な
ぎ
た
く
に
お

海
上
の
道
『
海
上
の
道
』
と
は
柳
田
国
男
の
代
表
的
な
著
書
の
題
名
で
あ
る
。
そ
し
て
我
々
も
「
海
上
の
道
」
の
存
在

を
実
感
す
る
こ
と
が
多
い
。

自
由
な
行
き
来
が
可
能
と
い
う
意
味
で
の
大
航
海
時
代
は
、
訪
れ
て
、
ま
だ
そ
れ
程
古
く
は
な
い
。
前
近
代
、
蒸
気
船

の
登
場
以
前
の
航
海
技
術
は
、
確
か
に
潮
流
や
季
節
風
を
大
い
に
利
用
す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
む
ろ
ん
、
そ
れ
ら
に

強
く
規
制
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
風
上
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
の
で
き
る
帆
船
は
、
当
時
の
日
本
に
も
中
国
に
も
存
在

し
な
か
っ
た
。
薩
摩
・
甑
島
の
遠
見
番
所
、
火
立
番
所
の
勤
番
は
二
月
か
ら
九
月
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
十
月
か
ら

一
月
(
旧
暦
)
ま
で
の
冬
期
間
、
勤
番
が
不
在
で
あ
っ
た
の
は
、
北
風
が
卓
越
す
る
こ
の
季
節
に
は
、
西
か
ら
異
国
船
が

来
る
こ
と
自
体
が
あ
り
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
(
『
里
村
郷
土
誌
』
上
・
三
O
O頁
)
。
海
上
の
道
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
一

方
通
行
の
不
定
期
な
季
節
列
車
が
と
お
る
鉄
道
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
反
面
、
鉄
道
の
よ
う
に
き
ま
り
き
っ
た
道

を
通
る
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
時
々
の
潮
流
や
風
波
の
影
響
を
受
け
て
、
し
ば
し
ば
到
着
す
べ
き
駅
が
、
当
初
の
予
定
駅

と
は
異
な
る
こ
と
さ
え
も
あ
る
や
っ
か
い
な
道
な
の
で
あ
っ
た
口

お

ぢ

か

五
島
と
有
明
海
五
島
列
島
の
北
端
、
小
値
賀
島
に
手
紙
の
入
っ
た
フ
ィ
ル
ム
ケ

l
ス
が
漂
着
し
、
発
見
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
福
岡
県
柳
川
市
の
小
学
生
が
流
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
若
干
の
年
月
が
経
過
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
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の
小
学
生
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

し
て
い
た
。
両
者
の
き
ず
な
は
太
く
交
流
の
歴
史
は
長
い
。

し
か
し
有
明
海
と
五
島
を
結
ぶ
自
然
の
潮
流
は
確
か
に
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
6

　
　
　
　
一
　
有
明
海
と
日
宋
貿
易
・
研
究
史
と
そ
の
問
題
点

A
　
長
秋
記
に
み
る
神
崎
庄
と
宋
船
i
宋
船
は
有
明
海
に
入
っ
た
の
か

　
さ
て
古
代
、
中
世
の
日
本
と
中
国
の
海
上
交
通
を
考
え
る
際
に
、
過
去
の
研
究
史
に
お
い
て
一
つ
の
対
立
す
る
論
点
が

あ
っ
た
。
大
陸
の
各
港
を
発
し
た
船
が
到
着
す
る
の
は
、
博
多
の
み
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
有
明
海
に
も
船
が
入
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
し
ゅ
う
き

　
こ
の
対
立
す
る
議
論
は
、
具
体
的
に
は
『
長
秋
記
』
の
長
承
二
年
（
＝
三
三
）
八
月
十
三
日
条
の
解
釈
を
め
ぐ
る
議

論
で
あ
る
。
こ
の
時
、
百
人
斬
新
の
船
が
「
神
崎
御
庄
領
」
に
来
着
し
、
通
例
に
よ
っ
て
大
宰
府
の
官
人
が
「
存
問
」

（
臨
検
）
し
、
「
和
市
の
物
」
（
相
当
の
代
価
）
を
支
払
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
鳥
羽
院
の
院
司
で
あ
っ
た
平
忠
盛
が
「
院
宣
」

（
鳥
羽
院
の
命
令
）
で
あ
る
と
い
っ
て
下
文
（
命
令
書
）
を
出
し
、
「
船
が
院
領
神
崎
庄
領
へ
来
着
し
た
の
に
、
大
宰
府
が
貿

易
に
介
入
す
る
こ
と
は
お
か
し
い
。
院
が
直
接
に
貿
易
を
行
な
う
」
と
主
張
し
た
。
『
長
秋
記
』
の
著
者
、
源
師
管
は

「
日
本
弊
亡
不
足
論
」
、
「
外
朝
恥
辱
」
を
も
顧
み
な
い
忠
盛
ら
近
臣
は
「
如
黒
犬
所
為
也
」
、
猿
や
犬
の
よ
う
な
行
動
で
あ

る
と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。

B
　
先
学
の
説

森
克
已
説
　
さ
て
、
こ
の
記
事
は
ふ
つ
う
に
読
め
ば
、
肥
前
国
神
崎
庄
の
津
に
漁
船
が
到
着
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
か

ら
、
有
明
海
に
面
し
た
港
津
に
黒
船
が
到
着
し
た
も
の
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
地
理
的
な
距
離
が
あ
っ
た

3　久安四年目有明海にきた孔雀



か
ら
こ
そ
、
院
と
平
忠
盛
は
大
宰
府
の
関
与
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
事
実
多
く
の
研
究
者
は
そ
う
し
た
立
場
、

有
明
曲
説
を
と
っ
て
き
た
。
森
克
巳
『
日
宋
貿
易
の
研
究
』
（
昭
和
二
士
二
年
・
一
九
四
八
）
に
は
、
「
こ
の
荘
は
有
明
海
に

面
し
て
を
り
、
従
っ
て
こ
の
方
面
に
も
投
錨
港
が
存
在
し
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
」
（
二
六
一
頁
）
、
「
肥
前
神
崎
庄
は
、
そ

の
地
理
的
関
係
よ
り
、
古
く
か
ら
貿
易
船
の
寄
泊
地
と
し
て
現
れ
て
を
り
…
…
」
（
五
〇
三
頁
）
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ

る
。竹
内
理
三
説
　
ま
た
竹
内
理
三
『
武
士
の
登
場
』
（
昭
和
四
十
年
・
一
九
六
五
）
で
は
、
神
崎
庄
の
位
置
を
説
明
し
た
の
ち
、

「
現
在
で
は
筑
後
川
の
流
し
だ
す
泥
砂
の
た
め
有
明
海
の
海
岸
線
が
遠
く
退
い
て
い
る
が
、
以
前
に
は
有
明
海
も
は
る
か

に
深
く
湾
入
し
、
大
陸
か
ら
の
船
が
こ
の
湾
内
に
奥
深
く
入
港
し
て
き
た
。
近
世
の
初
め
ご
ろ
ま
で
、
有
明
海
奥
深
い
伊

倉
の
港
に
は
明
の
貿
易
船
の
入
港
が
あ
り
、
伊
倉
の
近
く
に
は
明
人
の
墓
が
現
在
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
」
と
記
し
、
明

人
墓
の
写
真
を
掲
載
す
る
（
二
五
七
～
二
五
八
頁
）
。

長
沼
賢
海
門
　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
大
方
の
読
み
方
に
対
す
る
異
論
が
古
く
か
ら
も
、
ま
た
最
近
に
も
あ
る
。
古
く
は

長
沼
賢
海
『
日
本
海
詩
史
の
研
究
』
二
九
七
六
）
所
収
の
「
国
際
混
血
児
」
（
初
出
は
一
九
五
三
）
で
あ
る
。

　
　
宋
商
周
新
の
着
岸
し
た
の
は
、
肥
前
の
本
荘
で
は
な
く
し
て
、
倉
敷
地
関
係
の
博
多
に
入
津
し
た
の
で
あ
ら
う
。
肥

　
　
前
に
漂
着
し
た
の
で
は
な
く
、
鎮
西
太
宰
府
に
着
岸
し
た
の
で
あ
る
。
神
埼
荘
の
海
岸
は
筑
後
川
の
川
口
西
岸
に
位

　
　
し
、
ム
タ
浜
が
多
く
、
現
在
そ
れ
が
常
に
問
題
に
な
っ
て
み
る
。
此
の
方
面
の
泊
と
し
て
は
昔
は
佐
賀
郡
牛
津
（
＊

　
　
正
し
く
は
小
城
郡
）
で
あ
る
が
（
今
、
海
岸
よ
り
奥
へ
一
里
）
、
唐
船
な
ど
は
と
て
も
来
泊
で
き
ず
、
又
神
埼
荘
の
外
で
も

　
　
あ
る
。

五
味
文
彦
説
　
新
し
く
は
五
味
文
彦
『
大
系
日
本
の
歴
史
5
・
鎌
倉
と
京
』
（
一
九
八
八
）
が
あ
る
。
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で
は
貿
易
船
は
有
明
海
の
ど
こ
に
来
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
今
も
み
ら
れ
る
広
大
な
干
潟
は
そ
う
し
た

　
　
良
港
の
存
在
の
堆
測
を
拒
絶
す
る
。
い
っ
た
い
唐
船
が
わ
ざ
わ
ざ
有
明
海
に
は
い
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

　
　
疑
問
さ
え
生
ず
る
（
二
六
一
頁
）
。

　
　
　
無
人
の
通
事
が
博
多
に
も
っ
て
い
た
所
領
を
め
ぐ
っ
て
神
崎
荘
の
荘
官
が
訴
え
た
り
、
あ
る
い
は
神
崎
荘
の
「
留

　
　
守
」
人
が
筥
崎
宮
や
大
宰
府
の
官
人
に
訴
え
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
博
多
は
神
崎
荘
の
荘
官
だ
っ
た
の
で

　
　
あ
り
、
そ
れ
は
神
崎
荘
の
倉
敷
（
年
貢
積
み
だ
し
地
）
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
同
頁
）
。

　
長
沼
、
五
味
両
先
学
の
発
想
は
全
く
共
通
し
て
い
る
。
五
味
氏
の
見
解
の
後
半
部
分
は
、
石
清
水
八
幡
宮
文
書
目
録

（『

ﾎ
清
水
八
幡
宮
文
書
』
）
の
記
述
に
基
づ
く
。

　
　
一
通
承
久
元
年
十
一
月
通
事
船
頭
光
安
宛
所
博
多
管
内
井
所
領
等
、
任
二
先
例
一
可
レ
為
二
御
庄
領
一
之
由
、
神

　
　
　
　
　
崎
庄
官
等
重
奏
聞
解
状

　
通
事
（
通
訳
）
給
分
が
博
多
に
あ
っ
て
、
神
崎
庄
側
が
博
多
（
の
う
ち
の
あ
る
一
部
）
は
庄
領
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。

網
野
善
彦
説
　
さ
て
五
味
著
書
以
後
の
研
究
と
し
て
は
、
網
野
善
彦
『
日
本
社
会
再
考
－
海
曹
と
列
島
文
化
』
（
一
九
九

四
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
網
野
は
五
味
の
指
摘
す
る
博
多
と
神
崎
の
関
係
に
つ
い
て
一
応
の
評
価
は
与
え
な
が
ら
も
、
な
お

下
中
杖
遺
跡
（
佐
賀
県
神
埼
郡
三
田
川
町
）
か
ら
の
越
州
窯
青
磁
の
出
土
等
、
考
古
学
の
成
果
に
よ
り
、
「
従
来
の
説
の
よ
う

に
、
有
明
海
を
活
発
な
海
上
交
通
の
行
わ
れ
た
場
と
し
て
考
え
る
」
と
、
有
明
海
の
も
つ
可
能
性
に
期
待
を
よ
せ
る
発
言

を
し
で
い
る
。

こ
こ
で
の
視
角
　
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
学
説
の
再
検
討
を
行
う
な
か
で
、
古
代
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
日
宋
、
日
明

貿
易
に
お
け
る
有
明
海
の
位
置
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
こ
の
点
を
考
え
る
手
が
か
り
を
、
以
下
に
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
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第
一
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
全
く
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
仁
和
寺
に
残
さ
れ
た
肥
前
国
杵
心
血
に
関
わ
る
記
録
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
記
録
の
検
討
の
の
ち
に
、
第
二
の
手
が
か
り
を
明
側
の
書
物
の
記
載
に
求
め
る
。
そ
し
て
有
明
海
の
地
理
的

特
色
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
つ
つ
、
中
世
有
明
海
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
二
　
肥
前
国
杵
嶋
庄
か
ら
の
孔
雀
京
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
む
ろ

御
室
相
承
記
と
仁
和
寺
領
杵
嶋
庄
　
御
室
、
即
ち
仁
和
寺
門
跡
歴
代
の
記
録
で
あ
る
『
御
室
相
承
記
』
と
い
う
書
物
が
仁

和
寺
に
残
さ
れ
て
お
り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
杵
嶋
庄
進
孔
雀
事

　
　
久
安
四
年
三
月
廿
七
日
乙
酉
、
進
レ
之
、
傍
令
レ
進
　
レ
院
、
依
二
御
召
一
也
、
而
叡
覧
以
後
返
給
、

　
　
傍
賜
真
慶
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん
ぎ
よ
う

　
杵
嶋
庄
と
は
肥
前
国
猛
追
郡
に
あ
っ
た
荘
園
で
、
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
の
仁
和
寺
文
書
に
「
仁
和
寺
南
管
領
霞
堤

南
郷
庄
」
と
み
え
て
い
る
よ
う
に
、
平
安
－
鎌
倉
期
を
通
じ
て
仁
和
寺
の
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
（
『
鎌
倉
遺
文
』
三
一
印
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
た
ぶ
み

三
七
六
六
）
。
杵
担
当
の
名
は
、
む
ろ
ん
二
宮
郡
に
由
来
す
る
も
の
で
、
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
の
肥
前
国
大
田
文
に
よ
れ

ば
、
杵
嶋
郡
に
は
西
半
に
長
嶋
庄
、
東
半
の
北
部
に
「
公
田
分
」
と
し
て
の
杵
嶋
北
郷
が
、
ま
た
南
部
に
「
庄
薗
」
と
し

て
の
誓
言
南
郷
庄
が
あ
っ
た
（
『
鎌
倉
遺
文
』
二
一
二
巻
一
七
九
八
四
）
。
こ
の
こ
と
と
、
延
慶
に
そ
の
地
頭
が
白
石
氏
で
あ
っ
た

こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
今
日
の
白
石
町
、
有
明
町
の
一
帯
が
そ
の
故
地
と
推
定
で
き
よ
う
。
杵
嶋
郡
の
う
ち
杵
嶋
山
よ

り
東
方
、
有
明
海
に
面
し
た
白
石
平
野
が
、
そ
の
故
地
で
あ
っ
た
。

孔
雀
の
来
朝
　
さ
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
孔
雀
」
は
中
国
南
部
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
生
息
す
る
鳥
で
あ
る
。
国
内
に
は

二　肥前国杵嶋庄からの孔雀京上ω



お
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
院
（
鳥
羽
法
皇
）
が
見
物
す
る
程
の
珍
鳥
だ
っ
た
。
当
然
に
孔
雀
は
中
国
か
ら
、
杵
嶋
庄
を
経
由
し

て
京
都
に
送
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
は
、
『
長
秋
記
』
に
み
る
宋
船
が
神
崎
庄
に
到
着
し
た
と
い
う
記
事
と
並
び
、
日
宋
貿
易
と

有
明
海
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
記
事
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
早
く
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
刊
行

さ
れ
た
『
史
料
綜
覧
』
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
国
宝
指
定
物
件
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
研
究
者
の
目
に
は
ふ
れ
や
す
い
史

料
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
か
ら
『
仁
和
寺
史
料
　
寺
誌
編

一
』
と
し
て
公
刊
も
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
ぜ
か
こ
の
記
事
を
利
用
し
て
有
明
海
の
海
上
交
通
に
言
及
し
た
論
考
は
な

い
。
平
凡
社
や
角
川
書
店
の
佐
賀
県
地
名
辞
典
類
に
も
関
説
は
な
い
。

　
実
は
こ
の
記
事
の
直
前
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
も
あ
る
。

　
　
自
レ
院
被
レ
進
二
鵬
鵡
事

　
　
久
安
三
年
十
一
月
廿
日
庚
辰
、
被
レ
進
レ
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
む

　
仁
和
寺
宮
・
覚
法
法
親
王
は
外
国
の
鳥
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
。
孔
雀
も
鵬
鵡
も
そ
の
登
場
は
当
時
と
し
て
は
大
変
な

出
来
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
関
連
す
る
記
事
が
他
の
日
記
や
記
録
の
中
に
多
く
あ
る
。
こ
れ
ま
た
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一

〇
）
と
、
古
い
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
古
事
類
苑
』
の
「
動
物
部
」
に
関
連
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
ぜ
い

保
元
の
乱
の
立
役
者
、
藤
原
頼
長
の
日
記
『
辞
意
』
と
、
平
治
の
乱
の
立
役
者
、
信
西
（
藤
原
通
憲
）
の
編
纂
に
か
か
る

『
本
朝
世
紀
』
で
あ
る
。
以
下
に
引
用
し
よ
う
。

　
〔
台
記
］

　
○
久
安
三
年
十
一
月
十
日
庚
午
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（
藤
原
忠
通
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
羽
）

　
伝
聞
、
　
摂
政
、
鰍
二
孔
雀
、
鵬
鵡
於
法
皇
訥
是
西
海
儲
位
レ
貢
云
々

○
同
廿
八
日
戌
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
忠
実
）

　
法
皇
借
d
給
善
誘
於
禅
閤
里
余
見
レ
之
、
舌
如
レ
人
、
能
言
野
壷
歎
、
他
聞
二
其
鳴
晶
無
二
言
語
旧
婚
是
黒
氏
漢
語
訥
日

　
域
人
不
レ
聞
レ
知
欺
、

○
久
安
四
年
四
月
五
日
壬
辰

　
　
　
　
　
（
三
徳
）

　
申
二
孔
雀
於
新
院
一
見
レ
之
、
仁
和
寺
法
親
王
所
レ
献
云
々
、
垂
尾
頗
似
二
画
孔
雀
訥
其
体
貌
美
二
於
去
年
孔
雀
｝

○
　
　
同
　
　
　
六
日
癸
巳

　
今
日
返
⇒
鰍
孔
雀
…

［
本
朝
世
紀
］

○
（
久
安
四
年
閏
六
月
）
　
五
日
辛
酉
、
内
裏
災
上
之
由
、
被
レ
行
二
大
祓
訥
（
略
）
抑
去
春
頃
、
太
宰
府
博
多
津
、
宋
朝
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
忠
実
）

　
耳
漏
二
孔
雀
及
鎧
装
於
本
朝
訥
霊
鳥
二
宇
治
入
道
大
相
国
慶
大
相
国
被
レ
伝
コ
献
法
皇
ハ
又
仁
和
寺
法
親
王
自
画
商
客
之

　
手
訥
伝
コ
得
孔
雀
晶
同
被
レ
献
二
法
皇
訥
御
覧
之
後
、
各
被
レ
遣
コ
返
本
所
野
洲
青
毛
亀
一
頭
、
自
門
鎮
西
｝
献
二
入
道
相

　
豊
門
同
被
レ
献
二
法
皇
ハ
御
覧
子
細
、
同
士
遣
、
法
皇
内
々
向
日
稽
古
之
輩
晶
被
レ
勘
二
吉
凶
ハ
粗
申
二
不
快
之
由
一
云
々
、

　
又
入
道
相
国
仰
臥
直
穿
中
原
師
元
｝
被
レ
勘
レ
之
、
申
二
吉
祥
之
由
一
二
至
二
干
孔
雀
鵬
鵡
一
者
、
先
例
申
出
有
二
火
事
一
之

　
由
仁
云
々
、
而
今
年
自
民
春
及
夏
↓
炎
上
連
々
。
遂
及
二
皇
居
訥
可
レ
謂
二
天
火
訥
珍
禽
奇
獣
不
レ
蓄
レ
国
、
誠
哉
尊
宿

頼
長
と
信
西
　
以
上
が
関
連
す
る
記
事
で
あ
る
。
「
日
本
一
の
大
学
生
」
と
し
て
そ
の
学
識
を
誇
り
、
一
方
で
は
悪
左
府

と
恐
れ
ら
れ
た
藤
原
頼
長
が
「
オ
ウ
ム
の
舌
は
人
の
舌
に
そ
っ
く
り
。
よ
く
し
ゃ
べ
る
の
は
そ
の
せ
い
か
。
し
か
し
こ
と
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ば
が
さ
つ
ば
り
わ
か
ら
な
い
。
き
っ
と
中
国
語
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
日
本
人
に
は
わ
か
ら
な
い
」
と
綴
っ
て

み
た
り
、
ま
た
「
（
ひ
ろ
げ
た
）
孔
雀
の
尾
（
羽
）
は
絵
と
同
じ
だ
」
な
ど
と
興
奮
し
て
い
る
様
は
、
無
邪
気
な
子
供
の
よ

う
で
も
あ
る
。

　
一
方
の
歯
面
が
孔
雀
や
鵬
鵡
を
皇
居
の
火
事
に
結
び
つ
け
て
い
る
の
は
、
い
さ
さ
か
神
経
質
に
過
ぎ
る
よ
う
に
も
思
う

が
、
鳥
羽
法
皇
も
同
じ
よ
う
な
懸
念
を
示
し
て
い
た
と
い
う
。
興
味
は
津
々
。
で
も
何
だ
か
不
気
味
で
こ
わ
い
。
当
時
異

国
の
も
の
を
恐
れ
る
観
念
は
相
当
に
強
か
っ
た
。

孔
雀
は
杵
嶋
庄
か
ら
此
上
　
さ
て
上
記
の
三
史
料
に
登
場
す
る
孔
雀
や
鵬
鵡
は
、
ど
れ
と
ど
れ
が
同
じ
鳥
な
の
か
、
別
の

鳥
な
の
か
、
い
さ
さ
か
複
雑
で
あ
る
。
そ
こ
で
整
理
し
て
理
解
す
る
た
め
別
表
を
作
っ
て
み
た
。
日
を
追
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
孔
雀
、
オ
ウ
ム
の
動
き
を
み
て
み
よ
う
。

表
2
　
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
か
ら
四
年
に
か
け
て
来
朝
し
た
孔
雀
、
オ
ウ
ム

久
安
三
・

　
　
同

久
安
四
・
　
春

久
安
四
・

　
　
同

十
一
・
十

十
一
・
二
十

十
一
・
二
十
八

三
・
二
十
七

　
　
四
・
五

西
海
の
荘
園
か
ら
孔
雀
A
、
オ
ウ
ム
α
、
鳥
羽
法
皇
へ
。
（
『
青
島
』
）

オ
ウ
ム
α
、
仁
和
寺
宮
へ
。
（
『
御
室
相
承
記
』
）

オ
ウ
ム
α
、
藤
原
忠
実
へ
。
頼
長
も
こ
れ
を
み
る
。
（
『
台
記
』
）

博
多
宋
商
よ
り
孔
雀
B
、
オ
ウ
ム
β
、
藤
原
忠
実
へ
。
次
い
で
法
皇
へ
。

ま
た
仁
和
寺
宮
、
商
客
よ
り
別
の
孔
雀
C
を
得
、
法
皇
へ
。
（
『
本
朝
世

紀
』
閏
六
月
五
日
条
）

杵
嶋
庄
よ
り
孔
雀
C
、
仁
和
寺
宮
を
経
て
法
皇
へ
。
（
『
御
室
相
承
記
』
）

仁
和
寺
宮
か
ら
孔
雀
C
、
崇
徳
上
皇
へ
。
書
毛
が
去
年
の
孔
雀
A
よ
り
美

し
い
と
ほ
め
る
。
翌
日
仁
和
寺
宮
へ
戻
る
。
（
『
軍
記
』
）
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す
る
と
こ
の
二
年
間
に
三
羽
の
孔
雀
が
日
本
に
も
ち
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
鳥
羽
法
皇
の
心
配
は
数
の
多
さ

に
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
仁
和
寺
宮
の
孔
雀
に
つ
い
て
、
『
本
朝
世
紀
』
は
商
客
の
手
よ
り
伝
え
得
た
と
し
か
記
し
て
い

な
い
が
、
当
事
者
の
記
録
で
あ
る
『
御
室
相
承
記
』
の
記
述
に
従
え
ば
、
こ
の
商
客
は
博
多
に
で
は
な
く
、
杵
嶋
庄
に
到

着
し
て
い
た
。

　
す
な
わ
ち
有
明
海
に
面
し
た
肥
前
国
杵
嶋
庄
に
、
宋
船
が
到
着
し
て
い
た
こ
と
が
、
古
記
録
の
叙
述
に
よ
っ
て
明
ら
か

と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
異
論
が
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
杵
嶋
庄
の
倉
敷
も
ま
た
博

多
に
あ
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
杵
嶋
庄
の
庄
官
が
博
多
に
ま
で
出
向
い
て
孔
雀
を
入
手
し
た
、
と
い
っ
た
異
論
が
提
起

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
考
え
た
い
の
は
杵
嶋
庄
と
博
多
の
距
離
で
あ
る
。
両
者
は
八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
距
っ
て
い
る
。
休
ま
ず
歩
い

て
一
六
～
二
〇
時
間
は
か
か
る
。
往
復
四
日
の
道
の
り
で
あ
る
。
そ
し
て
一
方
で
は
博
多
湾
に
面
し
て
、
同
じ
く
仁
和
寺

領
の
恰
土
庄
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
恰
土
庄
に
は
博
多
湾
の
良
港
、
今
津
が
あ
り
、
同
じ
く
日
宋
貿
易

の
拠
点
で
あ
る
。
仁
和
寺
が
博
多
・
宋
商
の
孔
雀
が
欲
し
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
博
多
か
ら
わ
ず
か
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

恰
土
庄
が
入
手
す
れ
ば
良
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
仁
和
寺
の
記
録
が
わ
ざ
わ
ざ
「
丸
瓦
庄
」
と
記
述
し
て
い
る
こ
と
の
意

味
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
た
い
。
宋
商
と
孔
雀
を
の
せ
た
船
は
有
明
海
に
入
り
、
杵
嶋
庄
の
沿
岸
に
い
か
り
石
を
投
じ

た
も
の
と
考
え
る
。

孔
雀
憧
憬
　
以
上
の
よ
う
に
、
当
時
の
皇
族
、
貴
族
、
高
僧
ら
の
孔
雀
、
オ
ウ
ム
熱
に
は
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
て
孔
雀
は
仁
和
寺
に
は
重
要
だ
っ
た
。
孔
雀
は
毒
蛇
を
食
う
。
そ
の
孔
雀
の
背
に
乗
る
の
が
孔
雀
明
王
で
あ
る
。

孔
雀
明
王
を
本
尊
と
す
る
密
教
修
法
・
孔
雀
経
法
は
空
海
以
来
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
と
く
に
仁
和
寺
・
笹
森
法
親
王
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（一

Z
〇
五
～
八
五
・
寛
弘
ニ
ー
応
徳
二
）
が
得
意
と
し
た
。
「
孔
雀
経
法
は
広
沢
の
無
双
の
大
秘
法
な
り
」
と
い
う
言
葉
も
あ

る
（
速
水
侑
「
孔
雀
明
王
」
平
凡
社
日
本
史
事
典
）
。
仁
和
寺
周
辺
に
は
、
本
物
の
孔
雀
へ
の
、
た
だ
な
ら
ぬ
関
心
が
あ
っ
た
。

孔
雀
を
み
た
論
法
法
親
王
は
仁
平
三
（
＝
五
三
）
年
八
月
十
九
日
半
「
門
跡
相
承
本
尊
大
孔
雀
明
王
同
経
壇
具
等
事
」

　
　
　
　
き
し
ょ
う
も
ん

に
始
ま
る
起
請
文
を
書
い
て
い
る
（
仁
和
寺
文
書
、
佐
藤
進
一
『
古
文
書
学
入
門
』
一
九
七
一
、
二
一
二
〇
頁
、
『
平
安
遺
文
』
脱
漏
か
）
。

　
も
っ
と
も
久
安
四
年
（
＝
四
八
）
の
内
裏
炎
上
後
は
不
吉
な
鳥
と
み
な
さ
れ
た
ら
し
い
。
熱
も
多
少
は
醒
め
た
は
ず

だ
が
、
八
○
年
後
の
『
明
月
記
』
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
五
月
十
六
日
条
に
は
、

　
　
伝
聞
、
去
今
年
宋
朝
之
獣
、
充
d
満
華
洛
一
、
唐
船
任
意
墨
黒
面
面
渡
レ
慨
歎
、
豪
家
藩
論
豪
養

と
あ
る
か
ら
、
久
安
の
頃
に
輪
を
か
け
た
状
況
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
著
者
藤
原
定
家
も
ま
た
、

　
　
珍
禽
奇
獣
、
不
レ
育
二
干
国
一

と
、
信
西
と
同
じ
言
葉
を
記
述
し
た
。

　
　
　
　
三
　
明
書
に
登
場
す
る
有
明
海
の
港
津

　
次
に
長
沼
・
五
味
両
氏
の
博
多
倉
敷
説
の
前
提
に
あ
っ
た
認
識
、
即
ち
「
遠
浅
で
あ
る
有
明
海
に
宋
船
が
入
る
は
ず
は

な
い
」
と
い
う
見
解
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

明
書
の
港
　
明
の
時
代
に
は
、
日
本
に
つ
い
て
の
案
内
書
が
い
く
つ
も
作
ら
れ
て
い
る
。
『
簿
海
図
編
』
（
総
督
尚
書
胡
宗
憲

編
・
嘉
三
四
＋
年
〈
一
五
六
一
〉
頃
）
、
『
図
書
編
』
（
万
暦
五
年
〈
一
五
七
七
〉
完
成
）
、
『
日
本
考
』
、
『
日
本
風
土
記
』
な
ど
が
そ

れ
で
、
倭
冠
研
究
書
で
あ
る
。
記
述
は
い
ず
れ
も
似
た
り
よ
っ
た
り
と
い
う
が
、
そ
の
中
に
日
本
の
港
津
の
書
き
あ
げ
が

あ
る
。
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そ
こ
で
こ
れ
ら
か
ら
肥
後
、
肥
前
の
項
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
な
お
正
し
く
は
筑
後
に
属
す
る
港
津
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
薩
摩
之
営
為
肥
後
　
横
直
面
五
百
里
、
其
奥
為
牙
子
世
六
（
※
ヤ
ー
ヅ
シ
ュ
リ
ュ
ウ
ー
－
八
代
）
、
事
忌
麻
国
撒
（
※
ア
マ
グ
ォ

サ
ー
－
天
草
）
、
為
昏
〔
陀
〕
（
※
フ
ォ
ン
ト
ゥ
徳
日
本
渡
）
、
為
一
国
撒
介
鳥
剛
（
＊
イ
ー
グ
ォ
サ
チ
エ
ニ
ャ
オ
ラ
、
軍
が
浦
・
イ
ク
サ
ガ

ウ
ラ
）
、
為
〔
西
撒
昏
鳥
噸
〕
（
※
シ
サ
ホ
ウ
ラ
？
）
、
為
開
牛
込
利
く
※
カ
イ
ホ
ワ
イ
シ
ー
リ
ー
1
1
川
尻
）
、
為
薩
轡
屋
（
※
タ
ァ
チ

ャ
シ
⊥
局
瀬
）
、
為
什
達
加
（
シ
ー
タ
ー
ジ
ャ
ア
ー
－
瀬
高
、
但
し
筑
後
）

　
又
其
北
緯
肥
前
　
横
直
皆
五
百
里
、
其
奥
呈
露
来
（
＊
テ
ィ
エ
ラ
イ
ー
－
寺
井
）
、
嘉
言
奴
気
子
（
＊
イ
ェ
ン
ヌ
チ
ィ
ツ
ゥ
ー
－
榎
津
、

但
し
筑
後
）
、
為
法
曽
奴
一
計
（
※
フ
ァ
ス
ヌ
イ
チ
イ
H
蓮
池
）
、
為
客
舎
（
ク
ゥ
シ
ャ
ー
⊥
晶
瀬
）
、
其
内
沿
河
泊
舟
交
易
之
庭
（
以

下
略
）　

○
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
全
漸
漸
兵
制
考
・
日
本
風
土
記
』
を
も
と
に
、
秋
山
謙
蔵
「
明
代
支
那
人
の
日
本
地
理

研
究
」
（
『
歴
史
地
理
』
六
一
－
一
、
一
九
三
三
）
、
渡
辺
三
男
『
新
修
訳
註
日
本
学
』
一
九
八
五
等
に
よ
り
補
訂
し
、
さ
ら
に
中
国
人
留
学

生
の
教
示
を
得
て
、
私
見
に
よ
り
比
定
し
な
お
し
た
。
例
え
ば
鉄
来
は
従
来
、
多
比
良
に
比
定
さ
れ
て
い
た
が
、
テ
ィ
エ
ラ
イ
と
発
音
さ
れ

る
か
ら
寺
井
に
比
定
し
た
、
な
ど
。

河
口
津
　
こ
れ
ら
の
港
津
の
特
色
は
河
口
津
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
竹
内
理
三
が
強
調
し
た
伊
倉
は
、
高
瀬
港
の
対
岸
で

あ
る
。
高
瀬
即
ち
「
薩
田
畑
」
で
あ
る
。
菊
池
氏
に
よ
る
遣
明
船
の
出
発
地
と
推
定
さ
れ
る
が
、
菊
池
川
の
河
口
に
あ
っ

た
。
ま
た
相
良
氏
が
遣
明
船
「
市
来
丸
」
を
出
航
さ
せ
た
八
代
、
即
ち
「
牙
衰
世
六
」
は
球
磨
川
の
河
口
に
あ
た
る
。
川

尻
は
緑
川
、
瀬
高
は
矢
部
川
の
河
口
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
イ
エ
ラ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
エ
ン
ヌ
チ
イ
ツ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ス
　
ヌ
　
イ

筑
後
川
河
口
の
各
津
　
そ
し
て
筑
後
川
の
河
口
に
は
、
鉄
来
即
ち
寺
井
（
津
）
、
「
言
奴
田
子
」
即
ち
榎
津
、
「
法
面
奴
一

チ
イ計
」
即
ち
蓮
池
の
三
港
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
で
は
内
陸
に
あ
る
よ
う
に
も
み
え
よ
う
。
し
か
し
中
世
の
干
拓
地
で
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著
名
な
肥
前
国
河
副
庄
南
里
は
、
こ
の
寺
井
津
の
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
方
で
あ
る
。
中
世
に
陸
地
で
あ
っ
た
場
所
の

標
高
と
、
海
（
干
潟
）
で
あ
っ
た
場
所
の
標
高
を
南
里
の
一
帯
で
み
て
み
る
と
、
海
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
陸
は
二
・
七

メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
寺
井
津
よ
り
海
側
の
早
津
で
は
部
分
的
に
二
・
三
メ
ー
ト
ル
と
い
う
箇
所
も
あ
る
。
寺
井
津
よ
り
南

は
、
中
世
に
は
満
潮
時
、
海
に
な
っ
た
。
他
の
各
港
津
も
今
日
で
は
一
見
内
陸
に
み
え
る
が
、
矢
部
川
、
菊
池
川
、
緑
川

流
域
の
い
ず
れ
に
も
中
世
古
文
書
の
記
述
に
よ
っ
て
、
中
世
に
干
拓
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
地
域
が
あ
り
、

そ
れ
ら
は
上
記
港
津
よ
り
海
側
に
位
置
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
中
世
の
海
を
地
図
に
併
せ
て
記
入
し
て
お
い
た
。

な
お
南
里
に
つ
い
て
の
詳
細
は
服
部
「
地
名
資
（
史
）
暴
論
」
（
『
中
世
資
料
論
の
現
在
と
課
題
』
一
九
九
五
・
名
著
出
版
刊
・
所
収
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
榎
津
も
一
見
、
内
陸
に
見
え
る
が
、
今
日
若
津
と
榎
津
の
間
に
あ
る
小
流
が
、
か
つ
て
の
蛇
行
す
る
筑
後
川
本
流
の
痕

跡
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
ほ
ぼ
直
線
的
に
流
れ
て
い
る
筑
後
川
は
近
世
近
代
の
河
川
改
修
の
結
果
で
あ
り
、
か
つ
て
の
蛇
行

水
路
の
痕
跡
は
、
今
も
肥
前
・
筑
後
国
境
を
継
承
す
る
佐
賀
・
福
岡
県
境
の
線
に
示
さ
れ
て
い
る
。

宣
教
師
の
知
識
　
こ
の
寺
井
津
、
榎
津
の
二
言
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
『
日
本
教
会
史
』
（
一
六
二
二

年
頃
、
マ
カ
オ
で
著
述
）
に
も
登
場
す
る
。

　
　
こ
の
国
に
は
筑
後
川
と
呼
ば
れ
る
大
河
が
あ
り
、
こ
の
肥
前
の
海
の
端
で
海
に
注
ぐ
。
こ
の
両
側
に
寺
井
と
呼
ば
れ

　
　
る
肥
前
の
港
と
、
榎
津
と
呼
ば
れ
る
筑
後
の
港
が
あ
る
。

神
崎
庄
津
・
蒲
田
津
　
さ
て
つ
づ
く
蓮
池
は
、
旧
筑
後
川
本
流
よ
り
わ
ず
か
に
佐
賀
江
を
遡
っ
た
位
置
に
あ
る
。
そ
の
蓮

池
に
隣
接
し
て
蒲
田
津
が
あ
っ
た
。
蒲
田
津
は
旧
筑
後
川
本
流
と
佐
賀
郡
の
合
流
点
に
あ
っ
た
。
蓮
池
と
蒲
田
津
は
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
な
い
。
明
書
に
い
う
「
藁
蕎
奴
一
計
」
は
広
義
に
い
う
蓮
池
で
あ
り
、
実
際
に
は
佐
賀
江
の
下

三　明書に登場する有明海の港津77



　　　　　　　　　図11蒲田津の「アラコ」

アラコとは、蛇行する川の屈曲点にできた深みの意またはその護岸施設

をいう。石の坂は干満に応じて、道板をかけて使用する。その左右が本

来の船だまり。正面の川は改修後の佐賀江。

図12　蒲田津の商家のガラスに書かれた「肥料」の字

　　　　　　　左側にうすくみえている。
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流
蒲
田
津
を
含
む
も
の
と
考
え
た
い
。

　
肥
前
国
絵
図
（
角
川
日
本
地
名
辞
典
・
佐
賀
県
、
一
〇
八
一
頁
）
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
蒲
田
津
と
蓮
池
の
間
を
流
れ
る
田
地

江
川
が
神
埼
・
佐
賀
両
郡
の
郡
境
だ
っ
た
。
蒲
田
津
は
神
埼
郡
に
属
し
て
い
た
。
蒲
田
津
の
「
蒲
田
」
は
「
蒲
田
郷
」
に

由
来
す
る
。
神
埼
郡
蒲
田
郷
の
名
は
、
は
や
く
『
肥
前
国
風
土
記
』
に
登
場
し
て
お
り
、
神
崎
庄
に
関
係
す
る
多
数
の
中

世
文
書
に
も
「
神
崎
庄
蒲
田
郷
」
の
名
が
み
え
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
「
神
崎
庄
島
田
郷
」
の
名
を
冠
す
る
蒲
田
津
こ
そ

が
、
神
崎
庄
津
、
旧
筑
後
川
の
本
流
右
岸
・
肥
前
国
神
崎
庄
の
港
だ
っ
た
。

蒲
田
津
の
繁
栄
　
近
世
・
近
代
に
も
蒲
田
津
は
繁
栄
し
た
。
五
島
列
島
か
ら
の
魚
粉
を
も
と
に
作
ら
れ
る
肥
料
が
主
た
る

取
り
扱
い
品
で
あ
る
。
ほ
か
に
江
戸
幕
府
よ
り
与
え
ら
れ
た
「
御
朱
印
」
に
よ
る
と
い
う
薬
の
専
売
も
あ
り
、
時
に
は
五

島
を
中
継
地
と
し
て
大
陸
と
の
薬
の
密
貿
易
を
し
た
と
も
伝
承
す
る
。
満
潮
に
の
っ
て
上
が
り
、
引
き
潮
に
の
っ
て
下
っ

て
い
く
。
今
日
の
蒲
田
津
に
は
わ
ず
か
に
ニ
カ
所
の
船
だ
ま
り
の
跡
と
、
繋
留
す
る
船
が
干
満
に
応
じ
て
道
板
を
か
け
た

石
段
が
残
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
江
湖
（
干
満
差
の
あ
る
川
）
の
端
に
残
る
白
壁
の
土
蔵
や
「
肥
料
」
と
書
か
れ
た
商

家
の
構
え
ば
、
往
時
の
繁
栄
を
十
分
に
し
の
ば
せ
て
く
れ
る
。

み
お
つ
く
し
　
有
明
海
に
代
表
さ
れ
る
遠
浅
の
海
で
は
河
口
津
が
発
達
し
た
。
瀬
戸
内
海
で
い
え
ば
芦
田
川
の
草
津
（
草

戸
千
軒
）
、
淀
川
の
難
波
津
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
河
川
に
は
干
潮
、
満
潮
を
問
わ
ず
水
深
が
あ
っ
た
。
干
満
差
四
・

六
メ
ー
ト
ル
で
あ
れ
ば
、
極
端
な
表
現
を
す
れ
ば
干
潮
時
、
満
潮
時
に
落
差
四
・
六
メ
ー
ト
ル
の
急
流
が
出
現
す
る
の
で

あ
る
。
そ
の
浸
食
作
用
は
激
し
く
、
常
に
一
定
の
水
深
が
確
保
さ
れ
る
。
干
潮
時
に
も
河
川
で
あ
る
部
分
を
「
濡
」
（
み

お
、
み
よ
）
と
呼
ぶ
。
濡
は
満
潮
時
に
は
海
の
な
か
に
な
っ
て
、
干
潟
と
区
別
で
き
な
く
な
る
の
で
、
濡
の
両
岸
に
は
目

印
が
立
て
ら
れ
た
。
難
波
潟
の
風
物
詩
で
も
あ
っ
た
「
み
お
つ
く
し
」
（
濡
標
）
が
そ
れ
で
、
濡
木
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
。
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難
波
江
の
芦
の
か
り
ね
の
ひ
と
よ
ゆ
ゑ
　
み
を
つ
く
し
て
や
恋
ひ
わ
た
る
べ
き
（
皇
嘉
門
院
別
当
）

　
わ
び
ぬ
れ
ぼ
今
は
た
お
な
じ
難
波
な
る
み
を
つ
く
し
て
も
あ
は
む
と
そ
思
ふ
（
元
良
親
王
）

　
河
口
は
複
雑
で
ま
ち
が
え
て
他
の
川
に
入
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
「
み
お
」
は
川
ご
と
に
異
な
る
指
標
と
な
っ
て
い

た
。
今
も
有
明
海
の
干
潟
に
は
多
く
の
「
み
お
」
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
複
雑
な
地
形
の
港
津
に
は
「
水
先
案
内
人
」
（
み

お
び
き
）
の
存
在
も
不
可
欠
だ
っ
た
。
蒲
田
津
で
の
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
水
先
案
内
人
は
島
原
、
天
草
か
ら
乗
っ
て
く

る
と
い
う
が
、
即
言
、
明
船
の
場
合
で
あ
れ
ぼ
、
五
島
あ
た
り
か
ら
乗
船
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
河
川
交
通
は
鉄
道
開
通
ま
で
大
い
に
隆
盛
を
み
た
。
榎
津
は
河
川
移
動
の
関
係
も
あ
っ
た
も
の
か
、
近
世
に
は
隣
接
す

る
若
津
に
廻
船
問
屋
が
設
置
さ
れ
、
そ
ち
ら
が
筑
後
米
の
積
出
港
と
し
て
繁
栄
し
た
。
そ
の
様
子
を
松
尾
俊
郎
「
有
明
北

岸
低
地
に
於
け
る
土
地
と
生
活
に
関
す
る
記
録
」
（
佐
賀
県
耕
地
協
会
編
『
佐
賀
県
干
拓
史
』
一
九
四
一
、
に
再
録
）
は
生
き
生
き

と
綴
っ
て
い
る
。
一
部
を
引
用
し
よ
う
。

　
　
「
　
盛
ん
な
時
代
に
は
若
津
港
に
は
遠
く
雑
貨
を
積
ん
だ
大
阪
の
汽
船
や
、
塩
を
積
ん
だ
中
国
筋
の
大
帆
船
や
、
琉

　
　
球
糖
を
積
ん
だ
鹿
児
島
船
も
頻
繁
に
入
港
し
た
。
こ
れ
ら
各
地
の
船
は
帰
航
に
は
此
地
方
の
物
産
を
持
っ
て
行
っ
た
。

　
　
遠
地
の
産
物
等
は
若
津
港
を
経
由
し
て
、
前
出
（
有
明
海
北
半
）
沿
岸
の
各
港
に
送
ら
れ
た
。
」

　
　
「
　
鹿
島
地
方
の
船
も
若
津
港
と
の
交
通
が
甚
だ
多
か
っ
た
。
満
潮
時
に
鹿
島
を
出
航
し
、
引
き
潮
を
利
用
し
て
東

　
　
に
航
海
し
、
干
潮
時
ま
で
に
筑
後
川
付
近
、
或
い
は
其
の
下
流
の
分
流
た
る
早
津
江
川
口
付
近
ま
で
行
き
、
そ
こ
で

　
　
潮
の
来
る
の
を
待
ち
、
次
の
上
り
潮
を
利
用
し
て
川
を
上
っ
て
場
裏
に
入
港
す
る
。
満
潮
か
ら
次
の
満
潮
ま
で
の
間
、

　
　
即
ち
十
二
時
間
で
達
し
た
の
で
あ
る
。
」

　
　
「
　
ミ
ヨ
の
状
態
が
川
々
に
よ
っ
て
異
な
り
、
夫
々
の
精
通
者
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
ミ
ヨ
の
存
在
を
示
す
ミ
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ヨ
木
が
所
々
に
立
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
ミ
ヨ
は
河
中
に
あ
る
洲
と
共
に
よ
く
変
化
す
る
の
で
、
安
心
出
来
な
い
の

　
　
で
あ
る
。
又
、
二
三
の
近
接
し
た
川
（
例
え
ば
浜
川
、
鹿
島
川
、
塩
田
川
、
あ
る
い
は
六
角
川
、
嘉
瀬
川
、
本
庄
川
な
ど
）
で
は
、

　
　
そ
の
各
々
の
ミ
ヨ
が
沖
の
方
で
は
合
し
て
、
一
本
の
ミ
ヨ
と
な
っ
て
み
る
も
の
が
あ
る
。
だ
か
ら
沖
か
ら
這
入
て
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
る
）

　
　
る
船
は
、
よ
く
案
内
を
知
ら
な
け
れ
ば
目
的
川
の
ミ
ヨ
を
間
違
え
て
、
異
な
っ
た
川
に
は
い
る
事
が
あ
る
。
土
地
の

　
　
船
は
ミ
ヨ
木
に
一
寸
し
た
目
じ
る
し
を
付
て
、
各
川
の
区
別
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
勿
論
知
れ
も
事
情
を
知

　
　
つ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
利
用
が
で
き
ぬ
。

　
　
　
油
津
港
の
よ
う
に
汽
船
や
大
船
の
入
港
す
る
庭
は
、
不
案
内
の
船
に
対
し
て
水
先
案
内
が
居
て
、
水
の
深
浅
を
示

　
　
し
て
河
口
遡
行
の
手
引
を
し
た
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
叙
述
は
近
代
の
情
景
で
あ
る
が
、
「
み
お
つ
く
し
」
（
澤
木
）
と
水
先
案
内
人
と
、
そ
し
て
潮
に
よ
る
大
型
船
の
乗

入
れ
は
、
古
代
中
世
以
来
か
わ
ら
ぬ
も
の
だ
っ
た
。

　
さ
で
こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ぼ
、
「
有
明
海
に
宝
船
が
入
る
は
ず
は
な
い
」
と
す
る
先
学
の
先
入
主
は
、
実
は
実
態
と

は
か
け
離
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
わ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
先
学
に
は
二
つ
の
点
が
忘
却
さ
れ
て
い
た
。
第
一
に
は
有
明
海
に

は
、
そ
の
自
然
の
力
、
そ
の
恵
み
を
最
大
限
に
利
用
し
た
人
間
の
知
恵
と
営
み
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
は
、
有

明
海
に
注
ぐ
九
州
一
の
大
河
、
筑
後
川
に
直
面
し
て
中
世
神
崎
庄
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
こ
の
二
点
で
あ
る
。

　
長
承
二
年
、
宋
船
が
到
着
し
た
の
は
肥
前
国
神
崎
庄
で
あ
り
、
蒲
田
津
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
荷
揚
げ
さ
れ
た
交
易
品

は
、
そ
れ
よ
り
「
ち
く
ぜ
ん
の
う
」
（
筑
前
縄
手
、
筑
前
へ
行
く
大
道
の
意
、
三
田
川
町
鳥
七
隈
に
こ
の
通
称
地
名
が
残
る
。
い
わ
ゆ
る

西
海
道
）
を
経
て
大
宰
府
に
運
ば
れ
た
。

杵
嶋
庄
津
　
神
崎
庄
津
、
蒲
田
津
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
久
安
四
年
、
孔
雀
と
と
も
に
宋
商
た
ち
が
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到
着
し
た
杵
嶋
庄
の
港
は
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
。

　
第
一
に
は
六
角
川
の
河
口
津
が
考
え
ら
れ
る
。
藩
政
期
に
お
け
る
六
角
川
流
域
の
河
港
に
は
、
高
橋
、
牛
津
、
砥
山
、

ま
た
住
之
江
等
が
あ
る
。
高
橋
は
六
角
川
の
潮
位
遡
行
限
界
点
に
位
置
し
、
は
や
く
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
の
小
鹿
島

文
書
（
『
鎌
倉
遺
文
』
四
〇
巻
三
一
〇
〇
六
）
に
「
た
か
ハ
し
の
い
ち
ハ
さ
い
け
」
（
高
橋
市
場
在
家
）
と
し
て
登
場
す
る
。
し
か

し
内
陸
で
あ
り
、
ま
た
杵
二
十
で
は
な
く
長
嶋
庄
に
属
し
て
い
る
。
「
一
は
（
市
場
）
高
橋
、
二
（
荷
）
は
牛
津
」
と
い
わ

れ
た
牛
津
も
ま
た
隣
接
す
る
砥
川
も
小
城
郡
で
あ
る
。
六
角
川
河
口
、
住
ノ
江
は
大
正
期
に
は
貿
易
港
の
指
定
を
う
け
て

い
た
が
、
北
方
炭
鉱
、
大
町
炭
鉱
の
石
炭
積
出
港
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
近
世
中
期
以
前
の
歴
史
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
り
つ

　
一
方
杵
嶋
（
南
郷
）
庄
の
南
方
に
は
塩
田
川
水
系
の
廻
里
江
（
川
）
が
あ
り
、
そ
の
河
港
廻
里
津
は
白
石
平
野
の
米
の
積

出
港
と
し
て
知
ら
れ
、
天
草
砂
糖
、
甘
薯
の
荷
揚
げ
も
盛
ん
で
、
慶
長
国
絵
図
に
も
登
場
し
て
い
る
。
杵
谷
頭
津
は
む
し

ろ
廻
里
津
を
想
定
し
た
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

有
明
海
と
落
馬
貿
易
・
そ
の
再
評
価
　
塩
田
川
よ
り
南
方
、
鹿
島
津
を
有
す
る
藤
津
庄
も
中
世
に
は
仁
和
寺
領
で
あ
っ
た
。

有
明
海
岸
に
は
伊
佐
早
庄
、
高
来
庄
な
ど
仁
和
寺
領
荘
園
が
多
い
（
地
図
参
照
）
。
孔
雀
好
き
な
法
親
王
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
仁
和
寺
は
外
国
と
の
交
易
に
大
い
に
関
心
が
あ
り
、
富
を
も
た
ら
す
有
明
海
を
知
悉
し
て
い
た
。

　
寧
波
、
杭
州
を
出
発
し
た
宋
磁
は
、
最
短
路
で
五
島
列
島
に
到
着
す
る
。
し
か
し
玄
界
灘
は
波
高
し
。
玄
界
灘
の
危
険

性
は
文
永
・
弘
安
の
役
が
物
語
っ
て
い
る
。
大
宰
管
内
広
域
で
の
交
易
を
目
的
と
す
る
船
や
、
何
ら
か
の
事
情
で
博
多
に

入
港
で
き
な
く
な
っ
た
船
は
、
玄
界
灘
の
荒
波
を
避
け
得
る
内
海
・
有
明
海
に
入
港
す
れ
ば
良
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
博
多
と
な
ら
ぶ
大
陸
と
の
も
う
一
つ
の
玄
関
と
し
て
有
明
海
を
再
認
識
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
歴
史
的
重
要

性
も
い
や
増
し
て
く
る
。
主
辞
郡
と
い
え
ば
、
『
公
卿
補
任
』
の
仁
安
二
年
（
＝
六
七
）
の
記
事
、
平
清
盛
が
そ
の
地
に
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大
功
田
を
得
た
と
い
う
記
述
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の
給
付
を
日
華
貿
易
の
観
点
か
ら
再
評
価
す
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ

ろ
う
。

追
記
・
蒲
田
津
で
の
都
道
調
査
に
際
し
て
は
、
柿
亭
主
氏
（
昭
和
五
年
生
）
、
樋
口
博
視
氏
（
大
正
十
三
年
生
）
ら
の
ご
協
力
を
得
た
。
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